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Ｒ３烏川右岸根小屋第４排水樋管新設工事 において

「公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）」、「余裕期間

制度」、「週休２日制適用工事（発注者指定方式）」、「生産性向

上チャレンジ」を試行します。
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今回発注する「Ｒ３烏川右岸根小屋第４排水樋管新設工事」においては、

資格要件を「河川における築堤工事又は護岸工事」とし、より多くの企業に

参加いただくため、以下の取組を試行しておりますので、ご紹介します。

①「公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）」

②「余裕期間制度（フレックス）」

③「週休２日制適用工事（発注者指定方式）」

④「生産性向上チャレンジ」



・盛土工 約３，８００ｍ３
・法覆護岸工 約２３０ｍ２
・矢板工 約７０枚
・コンクリート工 約１６０ｍ３
・鉄筋工 約１０ｔ
・付帯道路工 １式
・ゲート設備工 １式

《工事概要》

（１）工事名 ：Ｒ３烏川右岸根小屋第４排水樋管新設工事

（２）工事場所：群馬県高崎市根小屋町地先

（３）全体工期：契約締結の翌日から令和５年３月２４日まで

余裕期間制度（フレックス方式）

（４）入札方式：公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）

（５）工事種別：一般土木工事

（６）工事内容：樋門・樋管
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《工事概要》

（７）その他項目

○本工事の資格要件は、「河川における築堤工事又は護岸工事」とな

ります。

○施工ヤードとして考えている川表高水敷及び、施工箇所の用地につ

いては取得済みです。

○施工箇所と近隣の家屋等は近接していないため、家屋調査等は不要

であり、直ちに着手出来ます。

○工事着工にあたっての関係機関協議（高崎市）、地元説明（関係区

長）は、発注者が主体となって実施します。

○無堤部での樋管新設工事であるため、出水期間中も施工が可能です。

また、仮締切が不要です。

○主たる建設資材（フラップゲート等）は、歩掛見積参考資料にて歩

掛公表とともに公表します。
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樋管本体 Ｌ＝21.9ｍ

樋管縦断図

樋管標準断面図



《スケジュール》
○入札公示、入札説明書 交付 ：令和４年 １月２１日（金）
○競争参加資格確認申請書等 提出期限 ：令和４年 ２月 １日（火）
○入札書・工事費内訳書 提出期限 ：令和４年 ３月 １日（火）
○開札日 ：令和４年 ３月 ４日（金）
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《公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）の試行について》

競争参加者が少数と見込まれ、技術難易度が比較的低い工事について対象工事ごとに

技術資料収集に係る公示資料の交付を受けて、競争参加希望者が参加表明確認申請書及

び技術資料（参加要件は企業のみとして技術者要件を求めない。）を提出し、指名基準

による選定を行い、指名された競争参加希望者により総合評価落札方式で落札者を決定

するものです。

なお、総合評価は、災害活動実績を加算点としています。

《余裕期間制度（フレックス）の活用について》

本工事は、受注者の円滑な工事施行体制の確保を図るため、事前に建築資材、労働者

確保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事であり、発注者があらかじめ

設定した全体工期（余裕期間と工期を合わせた期間）の内で、受注者は工事の始期と終

期を任意に設定することができます。

なお、工事の始期までの余裕期間内は、監理技術者等の配置が不要となります。

※P.5に発注者が想定した概略工事工程表を参考に添付しますが、受注者はこの工程表

にとらわれることなく、任意に工期を設定できます。

《週休２日制適用工事（発注者指定方式）について》

余裕期間制度（フレックス）の試行と併せることにより、より計画的な週休２日制が

設定可能です。

週休２日を確保した工事及び週休２日の確保に向けた企業の取組が図られている工事

については、工事成績評点の加点評価の対象となるとともに、基準を満たした場合には

履行実績取組証が発行され、その後の発注工事の総合評価落札方式の評価項目であった

場合加点評価されます。

《生産性向上チャレンジについて》

受注者の発案による施工手順の工夫等の創意工夫による生産性向上の取組を推進する

「生産性向上チャレンジ」を行う試行工事です。

施工計画書で位置づけた「生産性向上チャレンジ工事」の取組の履行が確認された場

合は、工事成績評定において加点を行います。
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概略工事工程表

工事名　：　Ｒ３烏川右岸根小屋第４排水樋管新設工事

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

・関係区長

１ｐｔ

１ｐｔ

１ｐｔ

１ｐｔ

１ｐｔ

１ｐｔ

《余裕期間制度（フレックス）の活用について》
　本工事は、受注者の円滑な工事施行体制の確保を図るため、事前に建築資材、労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事であり、
発注者があらかじめ設定した全体工期（余裕期間と工期を合わせた期間）の内で、受注者は工事の始期と終期を任意に設定することができます。
　なお、工事の始期までの余裕期間内は、監理技術者等の配置が不要となります。

《関係機関協議》
　工事着手にあたっての関係機関協議（高崎市）、地元説明（関係区長）は、発注者が主体となって実施します。

年末年始、お盆 －
・12月下旬～1月上旬
・８月中旬

出水期間 － ・6月～10月

路上工事抑制 －

水門設備
製作工

1

水門設備
据付工

1

後片付け 1 ・20日間

制
約
条
件

関係機関協議 － ・高崎市

地元説明 －

付帯道路工 1

仮設工 1

構造物撤去工 1

法覆護岸工 1

樋門・樋管本体工 1

付属物設置工 1

12月 1月 2月3月
工　　種 単位

準備工 1 ・40日間

河川土工 1 １ｐｔ

数　量 備考
4月 5月 6月 7月 8月

Ｒ３ Ｒ４

3月9月 10月 11月

全体工期

余裕期間

※任意で設定可能
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